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図１　平成２２年度利用者の所属　（５９９名）
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表１　平成22年度の就職者数

３６名

自営 ６名

復職

新規就労 １６名

図２　平成２２年度利用者の障がい（５９９名）
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職能科通信 ９号 
 

 
平成２２年度の支援のまとめ 
 

 平成 22 年度の 3 月 11 日には東日本大震災があり、津波によって多くの方が亡くなり、不安

を感じさせる年度末になりました。大震災に続く福島原子力発電所の津波による被害によって放

射能の危険による避難など、平成 23 年度は大変な幕開けになりました。お亡くなりになられた

方のご冥福をお祈りし、被災地の復興を願っております。 

さて、平成 22 年度のまとめについて簡単に紹介いたします。職能科を利用された方は 599

名でした。利用者の所属は外来患者の方が最も多く 307 名でした。次いで入院患者の方で 232

名でした(図 1)。利用者は、交通事故や転落事故などによる外傷性脳損傷の方が 293 名、くも膜

下出血、脳梗塞などによる脳血管障がいの方が 124 名、交通事故や病気などによる脊髄障がい

の方が 72 名でした。就職者は 58 名で、新規に就職した方は 16 名、復職した方は 36 名でし

た。就労・復職した方のうち 38 名が高次脳機能障がいがある方でした。脊髄障がいの方は 7 名

でした(表 1)。 

 

平成 23 年度職能

科では 3 名が入職し

ました。今年度も高

次脳機能障がいや脊

髄障がいを中心とし

て、重度重複障がい

の方への支援を地域

の支援機関と連携し

ながら進めてまいり

たいと思います (写

真 1)。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。(泉忠彦) 

243-0121 
神奈川県厚木市七沢 516 
神奈川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

職能科 
TEL&FAX 046-249-2575  201１年５月発行 http://www.kanagawa-rehab.or.jp 



写真２ 名刺制作  

職能科の訓練④ ～名刺制作模擬職場～ 

 

 事務系模擬職場は、職業準備訓練の一つとして、

新規就労及び職場復帰を目標とされている利用者を

対象に運営しています。作業課題は当センターの職

員が使用する名刺制作です。模擬職場の営業時間(訓

練時間)は、平日の毎日 13:00～15:00 です。制作、

営業、事務の３部門に分かれて活動しています。 

今回は、制作部門を紹介いたします。現在、制作

スタッフ(利用者) は７名で、支援計画によって週に

１～３日、スタッフとして働いています。名刺は３

台のパソコンを使用して、お客さまの注文に応じた

デザインを制作します。版下作成、版下修正、印刷

が主な作業ですが、名刺は公用として使用するため

ミスの許されない緊張した作業が続きます。誤字ミス防止のため、制作部門のダブルチェックの

他、営業部門でもチェックをしています。また、日々、新しいデザインの開発に心がけて、活動

をしています。そして、個々の技術はもとより、スタッフ相互のコミュニケーションを大切に心

がけ、障害の自己理解や職場における社会的スキルの認識等への支援を進めています。(椎野順一) 

 

就労支援の実績 
 
 
 
 

※職能科通信 8 号の平成 22 年度就職者人数に集計ミスがありました。訂正してお詫び申し上げます。  
 

 手芸を通した支援 ～タピボン・ビーズ手芸・毛糸手芸など～ 
 職能科では身体的・精神的耐久性、手指機能の巧緻性、認知機能などの回復及び向上を目標に手芸課題を実施して

います。「手芸」は女性の課題と思われがちですが、色々な毛糸を使って「世界にひとつだけの作品」（写真３・４）を

仕上げてご家族へのプレゼントとして持ち帰られる男性も少なくありません。また、市販のキットも利用しており、ビ

ーズ手芸（写真５）では記号通りに色ビーズを並べていくものですが、その作業工程が認知面での回復とリンクしてい

ることがあります。高次脳機能障がいを負われた方が、当初は職員がビーズを置く場所を指定して手渡す状態から、次

第にご自身で記号と色を合わせ、個数、配置を確認しながら作業されるようになり、回復の手ごたえを感じられたこと

もあります。このように「ものづくり」を通して達成感や振り返りが出来ることが障がいの理解につながっているとい

えます。(千葉純子) 

 

写真 3 タピボン 
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